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件     名 

 

 

第一次大極殿院の南門を描いたメッシュシートを設置 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

概     要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在、第一次大極殿院 南門の復原工事を実施するための素屋

根を施工していますが、 

この度、南面に実物大の南門を描いたメッシュシートを設置し

ます。 

これにより南門の復原が皆様にイメージできるようになりま

す。 

また、春頃から建築現場の一般公開も行っていく予定です。(改

めてお知らせします。) 

  
■素屋根・南面メッシュシートの施工概要 

 使用枚数  １１２枚 

 面積   １,０８４㎡ 

 高さ   ２１．５ｍ 

 幅    ５０．４ｍ                

 施工期間        

 平成３１年２月４日(月)～平成３１年２月８日（金） 

      ※雨天の場合は順延となります。 

＜参考＞ 第一次大極殿院 南門の復原工事の概要 

 ○工期：2017年年 11月～2022年 3月 

 ○現在、本体復原工事を実施するため素屋根の設置工事中 

  

取  扱  い  
  
 

配 布 場 所 

 

近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ 

奈良県政・経済記者クラブ、奈良県文化教育記者クラブ 

奈良市政記者会 
  

 

問 合 せ 先 

 

 

近畿地方整備局 国営飛鳥歴史公園事務所 平城分室 

副所長     上原 秀樹（うえはら ひでき） 

工務第二課長  畠山 則一（はたけやま のりかず） 

電 話  0742－36－4327（代表） 



位 置 図 

完成イメージ 

 

施工箇所 



平城宮跡歴史公園第一次大極殿院南門復原整備工事 
事業主   ／ 国土交通省 近畿地方整備局  
          国営飛鳥歴史公園事務所 
発注者  ／ 国土交通省 近畿地方整備局 営繕部 
復原検討 ／独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所 
復原設計 ／公益財団法人文化財建造物保存技術協会 
受注者   ／清水建設株式会社 
        工期 ：２０１７ 年１１月～２０２２年３月 
        工事費 ：  5,108,400,000円（消費税込） 
 
敷地の概要 
  建築場所 ／奈良県奈良市佐紀町地先 
           世界遺産／古都奈良の文化財 
                      特別史跡平城宮跡・国営飛鳥歴史公園 
           敷地面積／１７５，４４４．１１㎡ 
   地域・地区／用地地域指定無し 
                   防火地域指定無し 
   風致地区／平城山風致地区・第一種風致地区 
   都市計画公園・歴史的風土特別保存地区 
 
建築物の概要 
    名  称    ／第一次大極殿院南門 
    主要用途  ／門 
    構造／木造 
    階数／１ 
    建築面積／４４９．７㎡ 
    延べ面積／１９５．７㎡ 
    建築物の高さ／２０．００ｍ 
    軒の高さ／１４．１４ｍ 

南門とは 
 

 南門は、第一次大極殿院の正門であるとともに、天皇が出御し、
叙位や饗宴が行われた場でもありました。 
 入母屋造の二重門で高さ約20.0m、幅約22.1m（桁行15尺× 
5間）、奥行き約8.8m（梁行15尺×2間）と朱雀門よりやや小さい礎
石立ちの建造物です。 

【参考資料】 第一次大極殿院南門復原整備 
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